









































海外留学経験のある、日本の X大学の日本人学部生 7名(表1)。男性が 2名、女性が 5名であり、






記号性別 年齢 留学先地域 留学種別 留学期間 調査時点における帰国後経過期間
A 女 21 北米 語学研修 4か月 9か月
B 女 21 北米 語学研修 4か月 1か月
C 女 21 北米 語学研修 4か月 9か月
D 女 2 欧州 交換留学 9か月 14か月
E 女 2 欧州 交換留学 9か月 13か月
F 男 2 欧州 交換留学 9か月 12か月





























(c) 留学で損をした (d) 留学(終了)後は困難があった (e) 留学(終了)後の困難は解決した(f)留
学経験を生かすために努力中であるほ)留学のととは日ごろほとんど意識しない
2現在の心境(⑤非常に感じる、④やや感じる、③どちらでもない、②あまり感じない、①全く感
じない、の 5つから選択) (1)自分の人生に希望を持っている (2) やる気を感じる (3) 幸福感があ
る(4) 充実感がある (5) わくわくした気持ちがする (6) チャレンジしたい気持ちがする (7) 自信を
持っている (8) 日本が好きである (9) 周りの人への感謝の気持ちを持っている(10) 自分は幸運だ
と思っている(11) 自分はよい友達に恵まれている(12) 留学先の国が好きだ(13) 新たな出会いが
ほしい(14) 自分の人生は何とかなると思う(15) 困難に負けずに物事に取り組んでいきたい(16)
外国語を使いたい(17)もっと外国語がうまくなりたい(18) 自分が嫌いだ(19) 自分の人生に不安









































































町ーーーーーーーーーーIーD A B C D E F G 平均 (SD)
1.留学生活有意義 4 5 5 5 5 b 4. 9 (0.38) 
2.別のところに留学希望 5 4 5 4 2 b 4.3 (1. 01) 
3.再留学希望 5 5 5 4 5 3 4. 9 (0.38) 
4.留学先に戻りたい 3 3 4 4 5 4. 1 (0.90) 
5.帰国時逆カルチャーショック 4 4 4 5 4 5 4.4(0. 53) 
6.留学中カルチャーショック 4 3 2 5 5 4 3. 6 (1.27) 
7.現在はもとの生活 2 5 4 3 2 3 . 1 (1.07) 
8.留学経験で社会貢献 4 5 3 4 5 4. 1 (0.90) 
9.後輩の留学サポート希望 4 4. 6 (0.79) 
10.留学成果の活用法不明 4 2 2 2. 6 (0.98) 
11.留学経験を共有できる仲間 4 5 5 4. 9 (0.38) 
12. 自分の留学経験の共感喜一 4 4 b 5 5 5 4. 7 (0.49) 
13.留学後の疎外感 2 5 4 3. 1 (1.57) 
14.将来のキャリアプラン 5 3 3 5 4 5 4. 3 (0.95) 
15.留学先より留学後環境困難 2 2 4 4 3 3 2.7(1.1) 
注)表2のilll<A>に示した項目に対する回答を示した。
表4 留学経験の意義に関する項目への評定
項円 ID A B C D E F G 平均(SD)
a)留学経験を生かしていきたい 「リ 5 4 4 4 4. 6 (0.53) 
b)留学で得をした 4 5 4 4 4. 6 (0.53) 
c)留学で損をした 3 2 4 2.4(1.13) 
d)留学には困難があった 5 4 4 4 4 4 4 . 1 (0.38) 
e)留学後の困難は解決した 4 4 4 5 3.4 (1. 13) 
f)留学経験を生かすために努力中である 4 2 4 5 5 3. 7 (1.60) 





這吉一一一一一一~ A B C D E F G 平均 (SD)
1.人生に希望 5 5 4 4 5 5 5 4. 7 (0. 49) 
2.やる気 5 4 4 3 4 5 5 4. 3 (0. 76) 
3 幸福感 5 4 5 4 4 3 5 4. 3 (0. 76) 
4. 充実感 5 4 2 3 4 3 4 3. 6 (0. 98) 
5. わくわくした気持ち 5 4 5 3 4 4 4 . 1 (0.69) 
6. チャレンジしたい気持ち 5 4 5 4 4 5 5 4. 6 (0. 53) 
7. 白信 5 3 3 4 4 4 3 3. 7 (0. 76) 
8. 日本が好き 5 5 5 4 4 5 4 4. 6 (0. 53) 
9. 周りの人への感謝の気持ち 5 5 5 4 5 5 3 4. 6 (0. 79) 
10. 自分は幸運だ 5 5 5 4 4 5 5 4. 7 (0. 48) 
11. 良い友達の存在 5 5 5 5 4 3 5 4. 7 (0. 49) 
12.留学した国が好き 5 5 5 5 5 5 5 5. 0(0. 00) 
13.新たな出会い希望 5 5 5 5 5 5 5 5. 0(0. 00) 
14. 人生は何とかなる 4 5 5 5 5 5 5 4. 9 (0. 38) 
15. 困難に負けない 5 5 5 5 5 5 5 5. 0 (0. 00) 
16.外国語使用希望 4 3 5 5 5 5 5 4. 7 (0. 49) 
17.外国語上達希望 5 4 5 5 5 5 5 4. 9 (0. 38) 
18. 自分が嫌い 2 2 2 2 2 2 1. 9 (0. 38) 
19. 人生に不安 3 3 3 4 3 2 2. 7 (0. 95) 
20.孤独感 2 3 2 3 3 3 2.4 (0. 79) 









若宮~旦 A B C D E F 
退屈 × × 。。× 。
不安 × C × 。× 。
疲労感 C × 。× × × 
不満感 × × × × × 。
留学先に帰りたい × × × × × 。
違和感 × × × × × × 
憂欝 × × × 。× × 
悲しみ × × × × × 。
不眠 C × × × × × 
居場所のなさ × × × × × 。
疎外感 × × × × × × 
はりあいのなさ × × × × × × 
刺激のなさ × × × × × × 
取り残された感じ × × × × 。× 
注 1)表2のil3に示した項円に対する回答を示した。
注 2)0 :該当する、 X:該当しない
G 該当者割合(%)。 57.1 
× 42.9 
× 28.6 。 28.6 








その他(要記入)についても尋ねたが、とれらには全員が 1X J (該当なし)と回答
した。
2. 2.留学経験の活用



















注 1) - :記載なし
注 2)表 2のN2-1、2-2，2-3に示した項円に対する回答を示した
表8 所属先以外における留学経験の活用に関する評定と記述




















領域 回答者 内容 評定 助け・支え
進路 A -就職 4 友人
B -もう 1度留学するととにつ 5 もう 1度留学すること
いて不安を感じている。









人間 D -みんな恥ずかしがりすぎて、 4 年上の先輩たち(留学経験有り)と遊
関係 ハメを外す方法を一緒にやっ んでもらっている。友人の幅をもっょ
てくれない。つまらない。 うにしている。
E -部員や内定先の同期がほぼ 4 仲の良い 1つ年下の友人(同学年)に
全員年下のため心の底で引け 打ち明けること。
円と孤独を感じてしまう。
経済 A -もう 1度留学に行きたいけ 2 自分の財布と相談中です。
れどお金がない
B -金銭面の問題 4 奨学金
D -留年の人には授業免除制度 4 00の奨学金を頂いている。
が適用されないため大変。


























A4 2: 2 
B5 2 2 





平均 4.1 2.7 1.9 


























































帰国後、彼らは落ち着くまでには最短で 1週間程度を要しており、 2名が 1か月未満、 5名が 2




・ 1~2 週間程度 (A)
.2か月 (B、C、D、E)



























世界の広がりとは、「経験 (A.C) J、「思い出 (C、Bも類似回答)Jといった経験の蓄積と、「友人
(A・C・F.G、B・D.E)Jという人的ネットワークの拡大に関わるものから成る。
表 16 留学で得たものに関する記述
回答者 欄 l 欄 2 楠 3 楠4 欄 5
A 出会い 経験 将来のための 自らの世界観を広げ 自分を変えるチ
自分の栄養 るための手段 ャンス
B 経験 自分の世界を 自分を変える 将来への投資 夢
広げる乙と こと
C 一生の 人生の転機 忘れられない 夢 自分を成長させ
宝 思い出 てくれた物
D 出逢い 様々な経験を 人生のターニ つらく、楽しく、忘れ 自信と誇りのち
与えてくれた ングホイント やすく、忘れられない ょっとした源
もの もの
E 挑戦 国境の意識を 貴重すぎる時 しなかった自分を想 一生忘れられな
なくすこと 間 像できないこと い人生の糧
F 人生を 生涯忘れない 考え方の教科 夢を実現していくス ローリスク・ハ
変えた 経験 書 テッブ イリターンのお
出来事 いしい投資話





回答者 欄 l 欄 2 欄 3 欄 4 欄 5
A 友人 経験 多くの考え方、価値観 語学、能力 自信
B 多くの友 かけがえの 次の目標 自分の未熟さ 社交性
人 ない思い出
C 友人 経験 呈ロ五ロ"主I会J 異文化理解 思い出
D 自分を肯 愛すべき友 どこに行っても l人でい ばかになれる力。ハ 世界と私
定する気 人たち ても、やっていける自信 メを上手に外す力。 とのつな
持ち がり。
E 度胸と根 柔軟な対応 日常生活の00語会話力 日本の家族、友人へ ステキな
性 力 の感謝の気持ち 友人たち
F 語学力 チャレンジ 友人 人生を楽しむ方法 夢
精神




の、「夢 (B.C) J、「夢の実現 (G、F)J等夢に関わるもの、「つらく、楽しく、忘れやすく、忘れ
られないもの (D)Jといった充実を表すものから成る。②拡大とは、「経験 (A.B、D • F)J、「出
会い (A・D・G)J、「世界の広がり (G)Jなどを指す。③向上については、「自分を変えること (B)J 
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